




























令和５年度⼀般選抜（前期⽇程）

個別試験 「国語」 出題意図

1（配点七〇点）
やや難解な野家啓⼀『物語の哲学』（岩波現代⽂庫，2005 年）の⼀部を問題⽂とし、それ読
み解き、必要な箇所を抜き出すか要約する⼒を問う設問と漢字の知識、語彙⼒を確認する設
問となっている。

2（配点六〇点）
問題⽂では、消費者にとっての「⾃然な⾷品」とは、社会において常に同じ意味をもつとい
うわけでなく、産業化や技術的発達、⽣活環境の変化等に応じて変わり得るということが、
具体例をまじえて、わかりやすく説明されている。設問では、⽂章全体の趣旨や、⽂脈の流
れを踏まえて、解答することが求められている。

３（配点七〇点）
問題⽂は、中世ヨーロッパでおこなわれていた決闘裁判について詳述された新書から、

「中世ヨーロッパではいかに⾃らの無実を証明したか」という部分を中⼼に⽤いた。本問は、
本⽂中に述べられている著者が伝えたいことを読み取り、解答者が本⽂中からより適切な
語を引き出し、それらの語を⽤いて、解答者⾃⾝が要約しながら⾃⾝の⾔葉で書き記すこと
を求めたものである。

模範解答
1
問⼀ ⼈と⼈との間に張り巡らされた⾔語的ネットワークを介して「経験」を象り、それを
共同化する運動。
問⼆ 時間的広がりや⽂脈的契機に対する理解や、⾔語的契機の認識が⽋落しているから。 
問三 経験を記憶の中に蓄え、次に同じような⾏為を⾏う時に、それを規制する規範を数多
く⾝につけ、状況に応じて適切に利⽤できる⼈。
問四 イ
問五 A 明瞭、B 無謀、C 冗談
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問⼀ （ア）進展 （イ）抽出 （ウ）繊維 （エ）⽰唆 （オ）参⼊ 
問⼆ ⾃然由来のものは安全である 
問三 X ⑤  Y ②  Z ③ 
問四 省略 
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問⼀ 省略 
問⼆ 省略 
 
 
 




